
2019

編集・発行　  社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会

タイムズタイムズ
№810
５

NEWS ＆ TOPICS
　現場の声と制度・施策の課題から見える貧困の姿―横浜市生活自立支援施設はまかぜの取り組みから …P6
　鎌倉市が取り組む共生社会の推進―実現を目指す条例が施行 …P7
県社協のひろば　
　福祉サービス第三者評価事業の評価基準が県全域共通に変わりました
　新任職員へエール“ようこそ！福祉・介護の仕事へ”―新任福祉・介護施設等職員合同交流・研修会を開催 …P10

生活支援コーディネーターの実践にみる地域づくりの新たな展開 … P2特 集

　相模原市の光が丘地区民生委員児童委員協議会では、５月12日からの「活動強化週間」に合わせ、公民館で
ＰＲ活動を実施している。この日は役員の皆さんが、活動紹介パネルと来館者への手作りプレゼントの検討を
行った。会長の菅沼稔さん（右から２人目）を中心に活動を楽しみながらＰＲにも積極的に取り組んでいる。
 【詳しくは12面へ】〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙　楽しみながら活動をＰＲ



　「介護が必要になっても、介護保険サービスを利用しながら地域で暮らし続けることができる」と、創設
当初に描いた介護保険制度。社会情勢が大きく変わるなか、現在では、医療・介護・予防・住まい・生活
支援等サービス提供の再構築となる地域包括ケアシステムづくりを地域でいかに進めていくかが中心課題
となっています。
　そこで今号では、暮らし続けることのできる地域を目指し、新たな展開期にあり重要な役割にある「生
活支援コーディネーター」について、開成町社協、葉山町社協の実践を交えてお伝えします。

特
集

生活支援コーディネーターの実践にみる
地域づくりの新たな展開

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

協
議
体
と
は

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け

て
、
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
改
正
で

創
設
さ
れ
た
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」（
以
下
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
で

す
が
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
27
年
、
厚

生
労
働
省
）
で
は
「
地
域
に
お
い
て
、
生

活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
構
築
に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
（
主
に
資
源
開
発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
機
能
）
を
果
た
す
者
」
と
、
そ
の
基

本
的
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
３
層
に
分
類

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
第
１
層
は
市
町
村

全
域
、
第
２
層
は
日
常
生
活
圏
域
（
中
学

校
区
域
等
）
と
い
う
よ
う
に
圏
域
で
捉
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
第
３
層
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
主
体
に
置
か
れ
る
と
さ
れ
、
必

ず
し
も
圏
域
の
広
い
、
狭
い
で
判
断
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
す
。
一
般
的

に
は
第
１
層
が
第
２
層
よ
り
広
域
で
、
第

２
層
は
第
１
層
の
一
部
と
い
う
関
係
に
あ

り
ま
す
が
、
人
口
規
模
の
小
さ
い
自
治
体

で
、
日
常
生
活
圏
域
が
一
つ
と
い
う
地
域

で
は
、
第
１
層
と
第
２
層
は
と
く
に
区
別

さ
れ
ず
、
一
体
的
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

（【
開
成
町
】の
実
践
を
参
照
）。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
と
併
せ
て

重
要
と
な
る
の
は
「
協
議
体
」
の
設
置
で

す
。
協
議
体
は
「
市
町
村
が
主
体
と
な
り
、

各
地
域
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

主
体
等
が
参
画
し
、
定
期
的
な
情
報
共
有

及
び
連
携
強
化
の
場
」「
中
核
と
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
項
目
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
現
状
と
課
題

　

こ
こ
で
は
、
第
１
層
、
第
２
層
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
第
１
層
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
本
県
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ

配
置
済
み
（
97
％
、
指
定
都
市
を
含
む
県

内
78
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
運
営

（コーディネーターと協議体によるコーディネート機能の考え方）
○　 日常生活ニーズ調査や地域ケア会議等により、地域の高齢者支

援のニーズと地域資源の状況を把握していくことと連携しなが
ら、地域における以下の取組を総合的に支援・推進。

①　地域のニーズと資源の状況の見える化、問題提起
②　地縁組織等多様な主体への協力依頼などの働きかけ
③　関係者のネットワーク化
④　目指す地域の姿・方針の共有、意識の統一
⑤　 生活支援の担い手の養成やサービスの開発（担い手を養成し、

組織化し、担い手を支援活動につなげる機能）
⑥　ニーズとサービスのマッチング

出典：「介護予防・日常生活支援総合事業のガイドライン」

［第 1層生活支援コーディネーターの配置状況］［第 2層生活支援コーディネーター配置状況］

未配置
3％未配置

30％

配置済み
97％

一部配置
12％

配置済み
58％

未定

有効回答33/回答対象33社協有効回答33/回答対象33社協

H26年度
H27年度
H28年度
H29年度
H30年度

1
3

13
12

3

回答なし

H27年度
H28年度
H29年度
H30年度

1

予定あり 0
予定なし、未定 10

1
5
6
6

1

2
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は
、
行
政
直
営
（
主
に
高
齢
福
祉
・
介
護

保
険
担
当
課
）
が
53
％
（
17
自
治
体
）、
委

託
が
47
％
（
15
自
治
体
）
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
社
協
へ
の
移
行
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
（
委
託
先
は
す
べ
て
社
協
。
た
だ

し
、
三
浦
市
の
場
合
は
社
協
と
別
の
社
会

福
祉
法
人
に
委
託
）。

　

第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
配
置

済
み
が
58
％
、
一
部
配
置
が
12
％
、
未
配

置
が
30
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
指
定
都
市

を
含
む
県
内
約
３
６
０
名
）。
そ
の
運
営

は
、
行
政
直
営
が
17
％
（
４
自
治
体
）、
委

託
が
83
％
（
19
自
治
体
）
と
な
っ
て
い
ま

す
（
委
託
は
16
社
協
、
４
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
）。
当
初
、
平
成
29
年

度
末
ま
で
に
配
置
す
る
よ
う
国
が
政
策
目

標
を
掲
げ
て
い
た
の
で
、
配
置
状
況
の
グ

ラ
フ
だ
け
を
見
る
と
年
々
進
ん
で
い
る
と

も
う
か
が
え
ま
す
が
、
一
方
で
は
「
第
２

層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
協
議
体

の
設
置
が
進
ま
な
い
（
遅
れ
て
い
る
）」
と

の
声
が
全
国
的
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
協
議
体

も
同
様
で
す
が
、
設
置
に
際
し
て
、
改
め

て
地
区
割
り
の
あ
り
方
や
地
区
再
編
を
検

討
す
る
必
要
が
出
て
き
た
り
、
特
に
以
前

か
ら
あ
る
地
域
福
祉
活
動
（
地
区
社
協
活

動
等
）
と
の
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
た
り

す
る
な
ど
の
状
況
も
あ
り
ま
す
。コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
高
度
な
地
域
実
践
が
求
め

ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
専
門
性
や
適
正
配

置
、
定
着
な
ど
、
計
画
的
に
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
周
辺
の
環
境
整
備
も
重
視
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

主
な
取
り
組
み

　

第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組

み
で
は
、
全
体
的
に
地
域
課
題
や
地
域
資

源
の
把
握
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
ニ
ー
ズ
や
資
源
に
は
、

い
ま
見
え
て
い
る
も
の
と
見
え
て
い
な
い

も
の
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ
の
ニ
ー
ズ
や

資
源
の
発
見
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
や
手
法

は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
課
題
や

情
報
の
見
え
る
化
を
協
議
体
の
中
で
行
っ

た
り
、住
民
に
も
分
か
り
や
す
く
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
、
そ
の
価
値
を
伝
え
た
り
と
い
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
具
体
的
な
動
き

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

社
協
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
実
践
か
ら

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
開
成
町
社
協
、
葉
山
町
社

協
の
実
践
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
開
成
町
】

　

本
県
西
部
に
位
置
し
、
足
柄
上
郡
に
あ

る
開
成
町
は
、
町
の
東
側
に
は
酒
匂
川
が

流
れ
、
自
然
に
恵
ま
れ
、
坂
が
な
く
平
坦

な
土
地
で
、
人
口
１
万
７
７
６
７
人
、
高

齢
化
率
24
．６
％
の
町
で
す（
平
成
31
年
４

月
現
在
）。
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
１
カ
所
（
町

社
協
が
受
託
）
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28

年
４
月
か
ら
町
社
協
が
受
託
す
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
１
名
）、
協
議
体
（「
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
推
進
会
議
」
の
呼
称
。

12
名
）
は
、
第
１
層
、
第
２
層
を
一
体
的

に
捉
え
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い

生
活
が
継
続
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
協
議
体
の
話
し
合
い
か
ら
、

町
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
住
民
の

意
識
啓
発
、
理
解
の
促
進
、
社
会
資
源
の

把
握
・
整
理
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、

個
別
テ
ー
マ
の
検
討
を
深
め
る
た
め
に
従

来
か
ら
の
社
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

「
移
動
」
と
「
見
守
り
」
の
２
つ
の
分
科
会

が
協
議
体
と
は
別
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
開
成
町
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

ニ
ー
ズ
や
資
源
の
見
え
る
化
、
情
報
の
見

え
る
化
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
視
点
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
発
想
力
と
機
動
力
に
大
き
く

現
れ
て
い
ま
す
。

【
葉
山
町
】

　

葉
山
町
は
、
三
浦
半
島
の
西
北
部
に
位

置
し
、
北
は
逗
子
市
、
東
部
、
南
部
は
横

須
賀
市
に
接
し
、
西
は
相
模
湾
に
面
し
た

土
地
で
、
人
口
３
万
３
１
２
２
人
、
高
齢

化
率
31
％
の
町
で
す
（
平
成
31
年
３
月
現

在
）。
小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
２
カ
所
（
１
か
所

を
町
社
協
が
受
託
）と
な
っ
て
お
り
、
第
１

層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
町
行
政
（
２
名
）

が
担
い
、
第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

町
社
協
が
受
託
し
て
い
ま
す
（
平
成
30
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
４
名
）。
第
１
層

協
議
体
は
19
名
、
第
２
層
協
議
体
に
つ
い

て
は
、８
圏
域（
地
区
社
協
数
）に
分
か
れ
、

現
在
、
５
圏
域
で
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

葉
山
町
の
第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
特
徴
は
、
地
域
福
祉
実
践
（
総
合
相
談
、

小
地
域
福
祉
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

開成町社協の生活支援コーディネー
ターなどについてのパンフレット

［第 2層生活支援コーディネーターの主な取り組み］　※複数回答

a.生活支援の担い手の養成

b.地域のニーズや生活支援サービス等の把握

c.サービスの開発に向けた地域の関係団体等への働きかけ

d.元気な高齢者などの活動の場の確保

e.サービス提供主体等の関係者の情報共有、ネットワーク構築

f.地域の支援ニーズとサービス提供主体の活動のマッチング

g.その他

7

15

10

3

11

2

2

有効回答20/回答対象23社協

3
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タ
ー
等
）
を
行
っ
て
き
た
社
協
（
は
や
ま

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
の
中
に
位
置
付
い

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

あ
る
時
、「
お
互
い
顔
は
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
じ
地
域
に
い
て
も
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

協
議
体
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
、
民
生
委

員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、
商
店
会

な
ど
に
地
域
を
よ
く
知
る
関
係
者
が
参
加

し
、
ま
ず
は
顔
が
見
え
る
関
係
を
超
え
た
、

各
々
の
活
動
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
話
が
深
ま
る
と
、
コ
ア

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
企
画
検
討
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
対
象
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
協
働
し
て
取
り
組
む
実
践
の

積
み
上
げ
が
当
面
の
目
標
で
す
。

地
域
の
中
で
「
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
専

門
性
」
の
発
揮
を

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
実
践
や
現
状
に

つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ

か
ら
「
日
常
生
活
圏
域
を
意
識
す
る
こ
と
」

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

日
常
生
活
圏
域
を
意
識
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
つ
ま
り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
生

活
支
援
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
孤

立
や
社
会
的
排
除
な
ど
、
地
域
の
多
様
な

福
祉
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

に
は
、
地
域
資
源
を
「
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
」

こ
と
を
通
し
て
、「
意
識
的
な
『
互
助
』
の

構
築
、
強
化
」
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
の
中
に

存
在
す
る
、
生
活
で
使
え
る
す
べ
て
の
も

の
（
地
域
資
源
）
の
広
が
り
を
敏
感
に
捉

え
、
住
民
を
始
め
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協

同
組
合
、
社
会
福
祉
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
主
体
と

を
「
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
専
門
性
」
の
発
揮

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

＊ 

本
県
の
状
況
に
つ
い
て
は
平
成
31
年
２
月

１
日
時
点
の
デ
ー
タ
。「
市
町
村
、
市
町
村

社
協
に
お
け
る
『
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
』
の
準
備
・
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査

ｖ
ｅ
ｒ
．３
」（
平
成
31
年
２
月
，
神
奈
川
県

社
協
市
町
村
社
協
部
会
）
を
基
に
し
た
集

計
デ
ー
タ
。

＊ 

本
会
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
養
成
研
修
（
初

任
研
修
）、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
現
任

研
修
）、
地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
、

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
養
成
研

修
事
業
」
を
県
か
ら
委
託
を
受
け
、
県
内

各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

葉山町社協・はやま住民福祉センターの支援体制
コミュニティソーシャルワーカー
（地区を担当する社会福祉士） 生活支援コーディネーター

○困りごとやボランティア活
動など個別の相談と地域の
社会資源のコーディネート
○小地域福祉活動推進組織や
ミニデイサロン等の支援に
よる小地域福祉活動の
　推進
○各種助成金の交付‥etc

○高齢者を中心とする
ニーズ把握と社会資源
の開発
○第 2 層協議体の事務局
を担い、顔が見える関
係づくりと協議
○主に高齢者支援の活動
の企画や実施の支援

一部の
役割は
重複
する

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成31年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

◆クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）改定

改定
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　川崎市幸区御幸西第１地区民児協は、民生委
員児童委員27名と主任児童委員２名が３部会で
活動しています。JR南武線の矢向駅と鹿島田
駅の周辺にある平坦な住宅街と商業地域は、再
開発により工場や社宅が高層マンションに建て
替わり、子どもの人口が急増しています。
　今年、子育てサロン「バンビひろば」（以下、
ひろば）は開設から11年目を迎えました。昨年

の10周年では
（独）国際協力
機構（JICA）
の皆さまが参
加したことで
国際交流によ

るお祝いができ、その様子を写真で見る記念誌
として発行しました。
　ひろばは、区役所発行「おこさまっぷさいわ
い」「お散歩に行こうね」「こんにちは赤ちゃん
訪問」のチラシを健康診断の時など、子育て家
庭に手渡して広報しています。
　毎月第１水曜の午前中に、老人いこいの家で
児童部会12名とともに多くの民生委員児童委員
がスタッフとしてひろばの運営に協力していま
す。生後２カ月から２歳くらいの乳幼児とお母
さんが平均15組参加して、ふれあい遊びをして
います。子育て中のお母さんが「ゆっくりでき

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

子育てサロン「バンビひろば」

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

る場所に相談できる人がいる」「仲間づくりが
できる」「安心できる」子育てサロンを心がけて
います。
　保健師の育児・
健康相談や離乳食
のお話、保育士の
親子遊びや手遊
び・パネル・エプ
ロンシアター、お
誕生月の親子写真撮影や七夕、クリスマス会な
どが人気です。
　子どもが親から離れ、スタッフの膝に乗る、
抱っこされる、一緒に遊ぶなど、小さなふれあ
いがお母さんの笑顔と気持ちのゆとりを生み、
親としての成長を垣間見ることがあります。赤
ちゃんの成長を身近に感じることはうれしいで
す。小学校や保育園でも昔遊びを教えており、
子どもたちからエネルギーをもらっています。
　子育て世代や孫育て世代と民生委員児童委員
の交流は、地域を見守る民生委員児童委員を
知ってもらう大切な活動だと思います。日頃か
ら、関係機関・団体の連携と協
力に感謝しています。

　川崎市幸区御幸西第１地区
　民生委員児童委員協議会
　網屋　英子

バンビひろば　10周年の記念撮影

保育士さんの楽しいエプロンシアター

5
第810号　福祉タイムズ　2019.5.15



現
場
の
声
と
制
度
・
施
策
の
課
題
か
ら
見
え
る
貧
困
の
姿

　

―
横
浜
市
生
活
自
立
支
援
施
設
は
ま
か
ぜ
の
取
り
組
み
か
ら

　

今
年
の
１
月
４
日
に
、
簡
易
宿
泊
所

の
火
災
で
死
傷
者
が
出
た
こ
と
が
記
憶

に
新
し
い
横
浜
市
中
区
寿
町
。
現
在
も

１
２
４
の
宿
泊
所
が
立
ち
並
び
、
６
千

人
ほ
ど
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
19
日
、
寿
炊
き
出
し
の
会
な
ど

有
志
に
よ
る
週
１
回
の
炊
き
出
し
が
寿

公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
長
蛇
の
列

が
で
き
る
中
、
用

意
さ
れ
た
具
だ
く

さ
ん
の
雑
炊
や
フ

ル
ー
ツ
等
約
６
０

０
人
分
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
寿
町
で
生

活
に
困
っ
て
い
る

人
に
緊
急
一
時
的
な
宿
泊
場
所
を
提
供

し
、
自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
横

浜
市
生
活
自
立
支
援
施
設
は
ま
か
ぜ

（
以
下
、
は
ま
か
ぜ
）。
町
や
人
々
と
の

関
係
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
時
代
や

制
度
の
変
化
の
中
で
よ
り
良
い
支
援
を

模
索
し
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
は
ま
か
ぜ
の
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
統
括
担
当
で
顧
問
の
工
藤

廣
雄
さ
ん
、
地
域
連
携
室
の
大
原
昭
文

さ
ん
と
皆
川
慶
美
さ
ん
に
「
貧
困
」
の

変
容
や
制
度
・
施
策
の
課
題
等
に
つ
い

て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

は
ま
か
ぜ
の
取
り
組
み

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
依
存
症
、
ひ

き
こ
も
り
、
頼
る
先
の
な
い
若
者
や
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
な
ど
、
複
雑
多

様
な
事
情
を
背
負
っ
た
人
た
ち
を
職
員

が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

年
齢
層
も
20
〜
80
代
ま
で
と
多
様
で
す

が
、
最
近
は
65
歳
以
上
の
方
の
入
所
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

は
ま
か
ぜ
は
集
団
生
活
の
場
。
日
雇

い
労
働
を
続
け
て
き
た
高
齢
の
利
用
者

を
虐
げ
る
若
者
の
発
言
な
ど
が
き
っ
か

け
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
弱
者
が
弱
者
を

虐
げ
て
溜
飲
を
下
げ
る
」
と
い
う
構
図

が
実
際
に
起
き
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
人

へ
の
支
援
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
夜
の
徘
徊
や
せ
ん
妄
等
に
よ
っ

て
、
周
囲
か
ら
「
大
声
が
う
る
さ
い
」

「
物
を
盗
ま
れ
た
」
等
の
声
が
上
が
り
、

ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
て
し
ま
い
ま
す
。

現
代
の
貧
困
の
姿

　

行
政
の
概
数
調
査
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
大
原
さ
ん
は
支
援

を
必
要
と
す
る
人
が
「
ど
こ
へ
行
っ
た

か
」
と
い
う
視
点
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

路
上
や
河
川
敷
な
ど
に
建
て
ら
れ
る

小
屋
の
よ
う
に
、
存
在
が
目
に
見
え
る

ケ
ー
ス
は
減
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で

「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」
と
も
呼
ば
れ

る
、
社
会
の
表
面
に
顔
を
出
さ
な
い
貧

困
層
の
拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

大
原
さ
ん
は
、
関
係
者
と
の
カ
フ
ェ

へ
の
巡
回
、
は
ま
か
ぜ
の
連
絡
先
を
書

い
た
ポ
ス
タ
ー
や
自
由
に
手
に
取
れ
る

カ
ー
ド
の
配
架
を
経
営
者
に
お
願
い
す

る
こ
と
等
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
住
ま
い
」
の
制
度
的
な
課
題

　

大
原
さ
ん
た
ち
は
駅
や
横
浜
ス
タ
ジ

ア
ム
周
辺
の
巡
回
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
無
料
低
額
宿
泊
所
の
ス
タ
ッ

フ
も
勧
誘
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
温
床
の
一
つ
と
さ

れ
る
無
料
低
額
宿
泊
所
は
制
度
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
勧
誘
さ

れ
て
入
居
し
、
劣
悪
な
環
境
に
耐
え
ら

れ
ず
退
去
し
、
再
び
町
に
流
れ
別
の
宿

泊
所
の
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
ら
れ
る

と
い
う
抜
け
出
せ
な
い
ル
ー
プ
は
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
ま
す
。

は
ま
か
ぜ
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

　

貧
困
の
姿
が
変
容
す
る
中
、
は
ま
か

ぜ
が
常
に
大
切

に
し
て
い
る
の

が
利
用
者
の
尊

厳
の
確
保
。

「
偏
見
や
差
別

を
受
け
、
社
会

の
ひ
ず
み
の
中

で
認
め
ら
れ
る

経
験
を
せ
ず
に

生
き
て
き
た
人
々
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
く
か
、
職
員
の
感
性
や
眼
差
し
が
重

要
」
と
自
分
た
ち
の
役
割
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

は
ま
か
ぜ
の
所
属
す
る
本
会
施
設
部

会
・
更
生
福
祉
施
設
協
議
会
で
は
、
政

策
提
言
委
員
会
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
、
利
用
者
像
の
変
化
に
対
応
す
る

職
員
体
制
強
化
の
必
要
性
等
に
つ
い
て

も
課
題
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
で

は
、
現
場
の
声
を
公
私
の
福
祉
関
係
者

と
共
有
す
る
た
め
、
政
策
提
言
活
動
等

を
通
し
て
今
後
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

町の歩みとはまかぜの取
り組みを振り返りなが
ら、次世代の活躍に期待
を寄せる工藤さん

炊き出しに並ぶ長蛇の列

大原さん（左）と皆川さん（右）

6
第810号　福祉タイムズ　2019.5.15



　

世
界
で
活
躍

す
る
ト
ッ
プ
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
た

ち
が
集
結
し
た

祭
典
「
ポ
ッ
プ

サ
ー
カ
ス
湘
南

公
演
」
が
４
年

ぶ
り
に
神
奈
川

で
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
老

人
福
祉
施
設
等

に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
を
中
心
に
ご
招

待
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
株
）ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
で
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
が
迫
力
の
あ
る
ア
ク

ロ
バ
ッ
ト
を
日
本
全
国
で
繰
り
広
げ
、

観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
本
会
で
は

今
回
の
ご
招
待
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
ポ
ッ
プ

サ
ー
カ
ス
の
リ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
、
ク
ラ

ウ
ン
、
ダ
ン
サ
ー
た
ち
か
ら
目
録
を
贈

呈
い
た
だ
き
、
華
や
か
な
衣
装
と
雰
囲

気
に
会
場
が
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

欧
州
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
来
日
し
た
と

い
う
リ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
は
「
日
本
が
大

好
き
！
」
と
語
り
、
観
客
と
の
ふ
れ
あ

い
を
目
標
に
日
本
語
を
勉
強
中
と
の
こ

と
で
す
。
サ
ー
カ
ス
団
の
み
な
さ
ん
は
、

テ
ン
ト
裏
の
住
居
で
家
族
の
よ
う
に
過

ご
し
、湘
南
公
演
を

終
え
る
と
、次
は
富

山
公
演
へ
と
移
動
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

　

み
な
さ
ん

も
こ
の
機
会

に
、
夢
の
世

界
を
体
験
し

に
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

鎌
倉
市
が
取
り
組
む
共
生
社
会
の
推
進
―
実
現
を
目
指
す
条
例
が
施
行

2019年3月26日～4月25日

●中高年の引きこもり全国で61万人と推計
　内閣府は29日、40～64歳の引きこもり
に該当する人が61万3,000人に上るとの
推計を発表した。中高年の引きこもりは
孤立感が強く、高齢化した親との生活に
行き詰まる現象も見られることから、社
会制度の整備等の対応が求められる。

●障害者を「新たな価値提案をする主役」へ
　文部科学省と厚生労働省は29日、障害
者文化芸術推進法に基づく国の基本計画
を公表。障害者の文化芸術活動における
創造の支援強化、発表・交流の場の促進
を重視する。本計画は、2019年度より４
カ年を対象期間として策定される。

●全市区町村で成年後見中核機関設置５％弱
　厚生労働省は、成年後見制度利用者の
相談窓口「中核機関」を設置する市区町
村の数を公表。昨年10月時点で、設置済
みは全1,741市区町村のうち79自治体
（4.5％）にとどまっており、予算確保や
委託先との調整が課題となっている。

●県内初、２市がパートナーシップ制度導入
　横須賀市と小田原市は４月１日、性的
マイノリティのカップルをパートナーと
して公的に認めるパートナーシップ制度
を県内で初めて導入。法律婚とは異なり
法的効力はないが、結婚に相当する関係
と認める証明書が発行される。

●旧優性保護法の被害者救済法が成立へ
　旧優性保護法の救済法が24日、全会一
致で可決され、成立した。本法案は、昨年
１月に全国初の訴訟が起こされて以降、
検討が進められてきた。旧法によって不
妊手術を強制された被害者に対して、早
ければ６月から一時金が支給される。

　

年
齢
、
性
別
、
性
的
指
向
や
性
自
認
、

障
害
及
び
病
気
の
有
無
、
家
族
の
か
た

ち
、
職
業
、
経
済
状
況
、
国
籍
、
文
化

的
背
景
な
ど
、
市
民
の
個
性
や
多
様
性

が
尊
重
さ
れ
、
自
ら
が
望
む
形
で
社
会

と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
安
心
し
て
自
分

ら
し
く
い
る
こ
と
の
で
き
る
「
共
生
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
４
月
１
日
、

鎌
倉
市
（
以
下
、
市
）
で
「
鎌
倉
市
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
条
例（
以
下
、

条
例
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者

が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
共
生
社
会
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
基
本
理

念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
条
例
を
市
全
体
の
取
り

組
み
の
土
台
と
な
る
共
通
認
識
と
位
置

付
け
、
共
生
の
意
識
の
形
成
、
情
報
授

受
の
手
段
の
多
様
化
、
社
会
基
盤
施
設

等
の
整
備
、
共
生
の
地
域
づ
く
り
、
推

進
体
制
の
構
築
・
具
体
的
施
策
の
改
善

を
定
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
合
理
的
配

慮
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。
災
害
時
や
防
災
対
策
に
お
い

て
も
、
多
様
性
に
配
慮
し
た
支
援
を
す

る
こ
と
を
併
せ
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
及
び
事
業
者
に
対
し
て
は
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
必
要
と
な
る

認
識
や
理
解
を
相
互
に
深
め
る
こ
と
を

役
割
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　

条
文
全
文
や
解
説
、
策
定
経
過
等
の

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

至高のパフォーマンスで笑顔を　ポップサーカス湘南公演

　

https://w
w
w
.city.kam

akura.ka

　

nagaw
a.jp/chikyo/jourei.htm

l
 

（
鎌
倉
市
地
域
共
生
課
）

URL

⑴ 

市
民
が
、
そ
の
個
性
や
多
様
性
を

尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
い
ら
れ

る
こ
と

⑵ 

市
民
が
、
お
互
い
を
支
え
合
い
、

助
け
合
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
こ
と

⑶ 

市
民
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、

自
ら
が
望
む
形
で
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機

会
を
確
保
さ
れ
る
こ
と

 

（
条
例
第
３
条
）

ポップサーカス湘南公演
～６月16日（日）まで好評開催中
湘南モノレール湘南深沢駅前
特設大テント
◇問合先＝☎0467－38－8826
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 
❖横浜市立野毛山動物園
　横浜の野毛山公園内にある「野毛山動物園」は1951年
に開園。桜木町駅から徒歩15分と、横浜の中心部に位
置する人気の動物園です。園内には、キリンやライオ
ンなどをはじめ、約100種2,500匹以上の動物がいます。
　横浜市の指定管理者として動物園を運営しているの
は、（公財）横浜市緑の協会（以下、緑の協会）。緑の協
会は、「よこはま動物園ズーラシア」をはじめ、市内３
つの動物園と、横浜山手西洋館、三ツ沢公園等の公
園・施設の指定管理者として各施設・公園を管理する
だけでなく、さまざまなイベントも開催しています。

❖居心地の良い園内
　野毛山という地名の通り、坂道の多い園内は、遊び
に行きにくいと感じている方もいらっしゃるかもしれ
ません。
　そんな野毛山動物園の魅力の１つがスタッフのホス
ピタリティです。坂道に負けない心遣いが園内の至る
ところで発見できます。
　入口で配布されている園内マップには、車いすルー
トや急勾配の案内がされていて、階段を避けてスムー
ズな移動ができるよう配慮されています。車いすユー
ザーだけでなく、ベビーカーを使用している家族に
とっても、うれしいサービスです。
　他にも、みんなのトイレは、使用中かどうかが遠く
から見てもわかるように、使用していない時にはドア
が開いているなど、全ての来園者の方が安全により快
適に楽しめるようにという心遣いが、随所に感じられ
ます。

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　疲れたと思ったらすぐに見つかるベンチ、子どもも
車いすユーザーも使いやすい高さのお店のカウン
ター、音声での動物紹介など、「これ、うれしいな」が
園内にはあふれていました。

❖安心して遊びに行ける
　2019年２月、緑の協会のスタッフの方々が、障害者
理解促進コーディネート研修（県委託事業として当法
人が実施）を受講されました。
　また、緑の協会は、日本ではじめて「ドリームナイ
ト・アット・ザ・ズー」を開催した団体です。
　今度のお休みに遊びに行ってみてはいかがでしょう
か？

　動物を見ながら、のんびり園内を散歩すれ
ば、心も体もリフレッシュ！
　ちょっと散歩をしたいなと思った時におすす
めのスポットをご紹介します。

障害者にも優しい動物園へ
行ってみませんか？

■横浜市立野毛山動物園
入園料：無料　
開館時間：午前９時30分～午後４時30分（入園は午後４時まで）
休園日：毎週月曜日（祝日にあたる場合は翌日）
12月29日～１月１日　※臨時開園あり
　〈イベント情報〉
　動物たちのお食事タイム（毎日実施）
　 動物たちの食事の様子を、飼育担当の解説とともにお楽しみ
いただけます。※動物の体調などにより、実施時間変更・中
止の場合があります。

〈連絡先〉〔法人本部〕〒243－0035　厚木市愛甲１－７－６
　　　　 ☎046－247－7503　FAX 046－247－7508
　　　　 URL http://www.kilc.org　Mail info@kilc.org

今月は
 ⇨ （N）神奈川県障害者自立生活支援センター

　がお伝えします !
　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生活を目指し
てピアカウンセリング（障害者による相談事業）や各種情報提供、障
害者施策の研究・提言など障害当事者の目線で共生社会の実現を目
指した活動を展開。現在、厚木・平塚等３カ所の事業所で活動中。

＊ ドリームナイト・アット・ザ・ズーは、毎年６月の第１金曜
日の夜に、障害のある子どもたちとその家族を　動物園に招
待し、気兼ねなく楽しいひとときを過ごしてもらう国際的な
イベントです。

＊ 国際的には毎年６月第１金曜日の夜となっていますが、実施
日は施設によって異なります。

レッサーパンダのキク
ちゃん
お食事タイムには、飼
育員から解説を聞きな
がら、食事の様子を見
ることができる。キク
ちゃんは、県共同募金
会６代目PR大使

音声での動物紹介
園内の多数の動物展示ス
ペースに設置されてお
り、視覚障害者も一緒に
楽しむことができる

8
第810号　福祉タイムズ　2019.5.15



福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地
の福祉関連の当事者・職能
団体等の方々から日ごろの
取り組みをご寄稿いただき
ます。

　信愛塾は、1978年に横浜で在日韓国朝鮮人の子ど
も会として誕生しました（設立40年）。信愛塾がある
地域は、中華街や伊勢佐木町、寿町などにも近く、昔
から多くの外国人が暮らしてきた所です。近年、外
国人が急増する中で、近隣の学校では外国につなが
る児童・生徒の在籍率が57％になるところもありま
す。中区は９人に１人、南区は20人に１人が外国籍
で、街を歩くと外国語が日常的に飛び込んできます。
　信愛塾に来る子どもたちも現在は中国やフィリピ
ンなどアジアの近隣諸国・地域からやって来た子ど
もたちが急増しています。子どもたちは言葉の壁に
ぶつかり、授業も理解できず、教室で孤立していき
ます。背景には貧困や複雑な家庭環境などさまざま
な困難が複合的に存在し、そのような子どもたちが
信愛塾に多くやってくるのです。
　子どもにとって信愛塾は安全で安心して過ごせる
「居場所」でもあり、母語も話せ、教科指導も受けら

れ、日本語も学べ、自分を隠
すことなくありのままをさ
らけ出すことができます。
母語が気軽に使えるのは信
愛塾で育った先輩たちの存

在も大きく、通訳やボランティアとして活躍してい
る姿が、子どもたちにはロールモデルとして映って
いるのでしょう。言葉が少しずつ理解できるように

なってくると教科学習にも興味が湧き、やがて高校
や大学受験へとつながっていく。このようにして自
己肯定感を取り戻していった子どもたちは社会を担
う生活者へと成長して活躍するようになるのです。
　信愛塾の主要な取り組みのひとつは、外国人を対
象にした伴走型の多言語に対応した教育生活相談で
す。年間800件を超す相談件数からも分かるよう

に、外国人相談は増
加の一途をたどって
います。
　相談内容もＤＶ、
離婚、進路・進学、
生活困窮、医療など

深刻なものが多く、在留資格や言語の問題も絡んで
きます。そのため、複雑で専門性も必要とされ、出
入国在留管理庁や児童相談所、教育や福祉などの行
政機関、弁護士、行政書士、学校、保育所などとの連携
も欠かせません。相談活動時間も不規則で、早朝や
夜間、役所や学校の休暇期間中であったりもします。
　常に「現場」に重きを置く信愛塾のこのような活
動は、人が国境を越えて出会い、交流し、苦闘しな
がらも、共に生きようという極めて実践的な取り組
みでもあります。信愛塾の活動には、国境を越えて
活躍する未来の子どもたちの無限の広がりと豊かさ
が常に内包されているのです。

外国人と共に40年 ̶ 信愛塾

（Ｎ）在日外国人教育生活相談センター・信愛塾
センター長　竹川真理子

　外国籍や外国につながる子どもたちの「居場所」を利用した学習支援と、子ども
たちが安心して学び続けるために、その保護者を主な対象とした教育・生活・人権
にかかわる相談活動を、無償・多言語対応、伴走型で行っています。※信愛塾のロ
ゴは、子どもや親に寄り添う信愛塾の在り方を表しています。詳しくはホームペ
ージをご覧ください。
＜連絡先＞〒232－0033　横浜市南区中村町１－１－12－101
　　　　　☎ FAX 045-252-7862 URL http://shinaijuku.com/ 
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会
長
の
阿
部
志
郎
さ
ん
の
講
演
、
③
先

輩
職
員
か
ら
新
任
の
皆
さ
ん
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
高
齢
・
障
害
・
児
童
の

分
野
か
ら
計
４
名
）、
そ
れ
を
受
け
、
新

任
職
員
の
方
か
ら
の
初
心
の
志
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
参
加
者
か
ら
２
名
）
と
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
本
研
修
を
受
け
、

「
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
寄
り
添
う
た
め

に
、
目
的
意
識
を
も
っ
て
働
き
、
学
ん

で
い
き
た
い
」「
悩
ん
だ
こ
と
は
一
人
で

抱
え
こ
ま
ず
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
こ

と
が
大
事
」
な
ど
の
声
を
多
く
い
た
だ

き
、
明
日
か
ら
の
仕
事
へ
の
エ
ー
ル
を

送
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
の
後
、
新
任
職
員
の
方
々

が
、
学
び
を
深
め
る
仲
間
と
し
て
交
流

す
る
機
会
を
今
秋
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。 

（
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
）

こ
と
も
期
待
で
き
る
点
で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

は
、
第
三
者
の
客
観
的
な
視
点
か
ら
、

受
審
事
業
者
の
気
づ
き
を
促
し
、
日
常

業
務
の
振
り
返
り
と
改
善
に
向
け
た

き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

　

受
審
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
施

設
や
職
員
の
良
い
と
こ
ろ
、
気
づ
き
を

促
す
丁
寧
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
」

「
全
職
員
で
事

業
者
の
考
え
方

や
目
標
を
確
認

し
合
う
こ
と
が

で
き
、
運
営
全

体
の
見
直
し
が

で
き
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
や
長
所

が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
、
組
織
全
体
で

支
援
内
容
等
を
振
り
返
り
、
課
題
を
共

有
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

本
会
経
営
者
部
会
で
は
第
三
者
評
価

受
審
料
助
成
も
開
始
し
ま
し
た
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

 

第
三
者
評
価
推
進
機
構
）

　

県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
に
入

職
さ
れ
た
新
任
職
員
の
方
々
が
職
業
に

誇
り
を
も
っ
て
仕
事
に
臨
め
る
よ
う
、

神
奈
川
の
地
で
の
社
会
福
祉
実
践
の
歴

史
や
理
念
、
先
達
者
の
視
点
を
学
ぶ
研

修
会
を
行
っ
て
お
り
、
本
会
経
営
者
部

会
等
の
後
援
を
受
け
、
本
年
度
は
、
去

る
４
月
17
日（
水
）に
、
横
浜
開
港
記
念

会
館
（
横
浜
市
中
区
）
に
て
開
催
し
、

１
５
３
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
県
の
委
託
研
修
に
な

り
、
①
開
会
式
典
と
し
て
、
県
福
祉
子

ど
も
み
ら
い
局
・
川
名
福
祉
部
長
、
本

会
か
な
が
わ
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
あ
い
さ
つ
、
②
記
念
講
演

「
今
、
あ
な
た
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
〜
先
達
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
、（
福
）
横
須
賀
基
督
教
社
会
館

　

こ
れ
ま
で
、
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
で
は
、
地
域

性
や
事
業
者
の
個
別
性
、
県
内
19
の
評

価
機
関
の
多
様
性
や
独
自
性
を
尊
重

し
、
評
価
項
目
・
手
法
を
特
定
し
な
い

仕
組
み
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
県
・
推
進
機
構
・
横
浜
市
・

川
崎
市
が
協
働
し
て
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
今
年
度
か
ら
県
全
域
共
通
で
使

用
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
標
準
と
な
る

評
価
基
準
」
と
し
て
、
国
の
評
価
基
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
評
価
基
準
は
、
全
分
野
に
共
通

す
る
組
織
運
営
を
主
と
し
た
「
共
通
評

価
」
と
分
野
別
の
取
り
組
み
に
特
化
し

た
「
内
容
評
価
」
に
分
か
れ
て
お
り
、

管
理
者
や
現
場
職
員
の
立
場
か
ら
自
己

評
価
（
振
り
返
り
）
が
し
や
す
く
、
法

人
内
に
受
審
事
業
所
が
あ
る
場
合
、
種

別
を
問
わ
ず
「
共
通
評
価
」
は
既
存
資

料
を
活
用
で
き
る
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
評
価
結
果
の
公
表
で
は
、
統

一
さ
れ
た
判
断
基
準
に
よ
り
、
客
観
的

な
評
価
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
、
利
用
者
か
ら
見
て
も
、
事
業
者
の

到
達
度
が
比
較
し
や
す
い
も
の
と
な
る

新
任
職
員
へ
エ
ー
ル
〝
よ
う
こ
そ
！
福
祉
・
介
護
の
仕
事
へ
〞

―
新
任
福
祉
・
介
護
施
設
等
職
員
合
同
交
流
・
研
修
会
を
開
催

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
評
価
基
準
が

 

県
全
域
共
通
に
変
わ
り
ま
し
た

先輩のメッセージに聞き入る参加者

記念講演をする阿部志郎さん

＜アンケートの声（一部）＞
（記念講演から）
● ビジョンや夢を描くことが大切であ
る。恐れずに挑戦していきたい

● 福祉の仕事は人と人とのつながりで
あることを改めて理解した

（先輩職員からのメッセージから）
● 分からないことが当たり前。周りに
聞くことが自分や先輩、利用者の方
にとって良いこと

●専門知識が深い支援につながること
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会員・関係機関主催

かながわ感動介護大賞エピソード
◇募集内容＝「あなたが受けた」介
護、「あなたの身近にある」介護を
テーマに、うれしかったことや心
に響いたことなど、介護に関する
エピソードを募集します
◇申込方法＝応募用紙を郵送また
は、県ホームページの電子申請よ
り応募。7月31日（水）締切

◇問合先＝県高齢福祉課「かながわ
感動介護大賞」担当
　☎045－210－4835
　URL http://www.pref.kanagawa.
jp/docs/u6s/cnt/f420254/

川崎授産学園
ボランティア養成講座

◇テーマ＝「障害のある子って、ど
んな気持ち？」見て聞いて体験し
て知ろう！
◇日時＝6月21日（金）午前10時～午
前12時15分

◇会場＝川崎授産学園　研修室（川
崎市麻生区細山1209）
◇内容＝座間キャラバン隊による講
演や、障害の疑似体験を通して、
障害がある子ども達への理解を深
める研修。初めての方にもわかり
やすい講座となっています。
　●受講者の中で希望する方は、別
日でボランティア体験もあり
◇申込方法＝☎ FAX Mail にて申込。6
月18日（火）締切
◇問合先＝川崎授産学園
　☎044－954－5011 FAX 044－954－6463
　Mail info@seiwa-gakuen.jp

寄附金品ありがとうございました
【交通遺児援護基金】（株）エスホケン
【子ども福祉基金】（株）エスホケン
【ともしび基金】県立鎌倉養護学校、
（福）進和学園しんわ本人自治会連
合会、藤沢市立白浜養護学校、脇
隆志、済生会湘南平塚病院
 （合計9件　81,045円）
【寄附物品】（公財）報知社会福祉事
業団、（株）ポップサーカス、（株）

ホームページURL http://knsyk.jp/
Twitter URL https://twitter.com/ka
nagawa_syakyo

県内の介護老人保健施設へ車いすを寄贈いただき、
（株）ツルハ関東第一店舗運営部の舘昌夫部長（後
方左から３人目）に感謝状を贈呈

ツルハホールディングス、クラシ
エホールディングス（株）

【ライフサポート事業】
＜寄附物品＞　（N）セカンドハーベ
ストジャパン
　　　　（いずれも順不同、敬称略）

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成31年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
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話
を
楽
し
み
な
が
ら
さ
り
げ
な
く「
困
っ

た
時
に
相
談
が
で
き
る
」
関
係
を
育
み

ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
制
度
１
０
０
周
年

を
機
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
全
員
が

壇
上
で
民
生
委
員
の
横
断
幕
を
掲
げ
な

が
ら
、
民
生
委
員
の
歌
「
花
咲
く
郷
土
」

を
楽
し
く
披
露
す
る
の
が
慣
例
に
な
り

ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
が
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
給
付

か
ら
住
民
主
体
の
助
け
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
へ
と
変
化
す
る
中
、
私
た
ち
民

生
委
員
児
童
委
員
は
住
民
の
困
り
ご
と

を
適
切
な
制
度
・
仕
組
み
に
つ
な
げ
て

い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち

は
優
し
さ
と
思
い
や
り
を
持
ち
、
よ
り

地
域
の
人
の
「
い
つ
も
そ
ば
に
い
る
」

こ
と
を
実
践
し
、
伝
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
光
が
丘
地
区

 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2019（令和元）年5月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

　

光
が
丘
地
区
は
昭
和
30
年
頃
ま
で
は

平
坦
地
の
所
々
に
桑
畑
が
点
在
す
る
農

業
地
帯
で
し
た
。
昭
和
42
年
頃
よ
り
分

譲
住
宅
な
ど
の
開
発
が
急
速
に
進
み
、

多
く
の
住
民
が
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
開
発
当
初
に
移
り
住
ん

だ
企
業
戦
士
も
歳
を
重
ね
、
高
齢
者
が

多
い
街
に
な
り
ま
し
た
。

　

光
が
丘
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
以
下
、
地
区
民
児
協
）
で
は
相

談
や
訪
問
等
の
日
常
的
な
活
動
に
加
え

て
、
困
っ
た
時
だ
け
で
は
な
い
日
常
的

な
つ
な
が
り
づ
く
り
、
困
っ
た
時
に
相

談
し
や
す
い
関
係
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
５
月
12
日
の
民
生
委
員
児

童
委
員
の
日
か
ら
は
じ
ま
る
「
活
動
強

化
週
間
」
で
は
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
毎

年
開
催
。
地
区
民
児
協
の
活

動
パ
ネ
ル
の
展
示
の
み
な
ら

ず
、
足
を
止
め
て
パ
ネ
ル
を

見
て
い
る
方
へ
声
を
か
け
、

活
動
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
手
づ
く
り
の
品

を
手
渡
し
し
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員

が
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
存
在
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
Ｐ
Ｒ
は

強
化
週
間
に
限
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民

が
集
う
公
民
館
に
は
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
い
つ
で
も
民
生
委
員
児
童
委
員

の
活
動
状
況
そ
し
て
、
担
当
地
域
と
顔

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
的
な
つ
な
が
り
づ
く
り
の
代
表

的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
「
お
年
寄
り

の
集
い
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
区
社
協
、
老

人
会
、
福
祉
団
体
と
協
力
し
て
、
６
月

に
、
１
人
暮
ら
し
の
70
歳
以
上
の
方
を

小
学
校
の
体
育
館
に
お
招
き
す
る
も
の

で
す
。
２
０
０
名
を
超
え
る
高
齢
者
と

昼
食
を
取
り
な
が
ら
、

い
つ
も
そ
ば
に
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い

 

―
光
が
丘
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
相
模
原
市
中
央
区
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
演

芸
を
鑑
賞
し
、
地
域

の
老
人
会
が
出
演
す

る
舞
踊
や
合
唱
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
企

画
立
案
は
地
区
民
児

協
で
主
に
行
い
、
昼

食
時
に
は
担
当
区
域

の
民
生
委
員
が
一
緒

に
食
事
を
取
り
、
会

公民館常設のPRコーナー

民生委員・児童委員による
手作り品。PRイベントで手
渡す

　民生委員制度は、第１次世界大
戦末期、大正６（1917）年５月12
日に防貧対策として岡山県で創設
された済世顧問制度に由来する、
由緒ある制度です。
　全国民生委員児童委員連合会で
は、この制度が公布された５月12
日を「民生委員児童委員の日」と
定めました。この機会に、民生委
員児童委員のことを知っていただ
く取り組みを進めていきます。

５月12日
民生委員児童委員の日
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